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笑顔で再会……
１月 13 日、鞍手町の成人式が行われました。今年の成人者は全
国で約 120 万人。鞍手町では 191 人が新成人となりました。
会場では、恩師や友人とあちこちで記念撮影や話をする新成人の
瞳は、みんな輝いていました。
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一般会計の収入総額は、67 億 7,412 万円です。収入は、自主財源と依存財源に分けることができます。
自主財源は、町税や繰入金、使用料・手数料、繰越金、財産収入など、町が独自に収入した財源で、平成 23 年度

は 23 億 2,957 万円。そのうち町税は 17 億 1,755 万円で、収入全体の 25.4 パーセントを占めています。
依存財源は、地方交付税や国・県からの支出金、町債などで今年度は収入全体の 65.6 パーセントを占めています。

このうち収入全体の 37.1 パーセントを占める地方交付税（全国各市町村の財政力のバランスを取るために国から配
分されるお金）は 25 億 1,590 万円、国からの支出金は 5 億 671 万円、町債（道路や公園、学校など町が行う建設事
業などの資金を調達するために国などから借り入れるお金）は 6 億 8,005 万円、県からの支出金は 4 億 2,926 万円と
なっており、依存財源による収入は 44 億 4,455 万円となっています。

住民サービスの向上と新たなニーズに迅速かつ的確に対応できるよ
う、財源の確保に努め財政の健全化を図っています。

収入
INCOME

67億7,412万円

平成23年度の町の決算です。

町が行っている事業は、

皆さんが納めた税金や、

国・県からの支出金等でまかなわれています。

決算は、このお金が皆さんの暮らしやまちづくりの中で、

どのようにいかされてきたかをまとめたものです。

では、町の家計簿のあらましを見てみましょう。

一般会計

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。

平成 23 年度

町の家計簿

・使用料、手数料…1 億 6,533 万円（2.4％）

・県支出金…4 億 2,926 万円（6.3％）

・国庫支出金…5 億 671 万円（7.5％）

・そのほか（地方譲与税・地方消費税交付
　金等）…3 億 1,263 万円（4.6％）

町税
17 億 1,755 万円

（25.4％）

・そのほか（財産収入・分担金及び負担金・繰越金・
　繰入金等）…4 億 4,670 万円（6.6％）

地方交付税
25 億 1,590 万円

（37.1％）

町債
6億8,005万円

（10.0％）

依存財源…44 億 4,455 万円（65.6％）自主財源…23 億 2,957 万円（34.4％）

算

平成 23 年度決算に係る財政健全化判断比率
単位：％

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

鞍手町の比率 － － 10.6 なし

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 基準なし

・実質赤字比率…普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率

・将来負担比率…町が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率

・実質公債費比率…起債の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率

・連結実質赤字比率…すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率

と資金不足比率

※（－）表示は黒字

鞍手町の財政健全化判断比率は
次のとおりです。いずれも早期健
全化基準、財政再生基準を下回っ
ています。しかし、今後も本町の
財政状況は厳しい状況が続く見込
みです。このため行財政改革を推
進し、財政体質の健全化を図りつ
つ、創造性・自立性を高め、限ら
れた財源の重点配分と経費支出の
効率化を図っていきます。
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決

健全化判断比率

まちづくりの基本となる第４次総合計画（後期）に基づき、
限りある財源の効率的な運用に努めました。

66億5,687万円 支出
EXPENDITURE

一般会計

民生費
21 億 3,261 万円

（32.0％）

総務費
13 億 6,111 万円

（20.4％）

衛生費
8 億 8,991 万円

（13.4％）

公債費
7億2,298 万円
（10.9％）

土木費
4億5,591 万円

（6.8％）

教育費
4億6,876 万円

（7.0％）

・消防費…3 億 3,242 万円（5.0％）
・農林水産業費…8,609 万円（1.3％）

・議会費…1 億 1,256 万円（1.7％）
・そのほか（1.4％）（・労働費…4,982 万円　・商工費…4,469 万円）

平成 23 年度はどんな仕事にお金を使ったのでしょうか。一般会計の支出総額は、66 億 5,687 万
円です。町民１人当たり 37 万 8,511 円が使われたことになります。

支出は、使われるお金の目的によって総務費や民生費、土木費など 14 の項目に分けられています。
このうち最も大きな割合を占めているのが民生費で障害者の自立支援費に 3 億 440 万円、介護保険
広域連合への負担金として 2 億 5,366 万円、重度心身障害者や乳幼児、ひとり親家庭などの医療費
補助に 9,805 万円の支出となり、平成 23 年度は支出全体の約３割を占めています。衛生費では、ご
みやし尿の処理に 4 億 736 万円を、土木費では、下水道事業の補助に 2 億 5,493 万円を使いました。

平成 23 年度決算に係る公営企業の資金不足比率
単位：％

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

鞍手町水道事業会計 － 20.0
鞍手町病院事業会計 － 20.0
鞍手町介護老人保健施設事業会計 － 20.0

鞍手町流域関連公共下水道事業会計 － 20.0

・資金不足比率…企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

※（－）表示は資金不足なし

平成 19 年６月に市町村の財政の
早期健全化や公営企業の経営の健全
化などを目的に「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律」が制定
されました。この法律では、すべて
の都道府県や市町村が財政健全化判
断比率や資金不足比率を算定し監査
委員の審査に付した上で議会に報告
し、住民のみなさんに報告すること
が義務付けられました。

民生費
●障害者の自立支援費に（3 億 440 万円）
●介護保険広域連合負担金に（２億 5,366
万円）●重度心身障害者や乳幼児、ひとり
親家庭などの医療費対策に（9,805 万円）
●子ども手当等に（2 億 7,094 万円）●老
人保護措置の委託に（4,484 万円）●社会
福祉協議会への補助金（3,677 万円）

総務費
●交通安全施設の整備に（400 万円）●鞍
手駅関連施設の管理に（602 万円）

衛生費
●ごみやし尿の処理に（４億 736 万円）
●町立病院事業へ（3 億 1,667 万円）

●予防接種の業務委託に（3,828 万円）●
母子保健対策に（1,565 万円）●合併浄化
槽の設置補助に（588 万円）

教育費
●外国青年招致事業に（546 万円）●剣
南小学校耐震補強工事に（2,796 万円）
●豊翔館校舎耐震補強工事に（3,504 万
円）●町立テニスコート改修工事に（1,542
万円）●町立体育館床研磨等改修工事に

（708 万円）

土木費
●下水道事業の補助に（2 億 5,493 万円）
●道路や橋の新設、整備に（4,702 万円）
●水路や河川の整備に（3,305 万円）●町
営住宅の維持管理に（2,088 万円）

消防費
●直鞍広域消防の負担金に（２億 8,908 万
円）●防火水槽の新設に（462 万円）

農林水産業費
●計画転作の推進に（1,567 万円）●農地・
水・環境保全向上活動支援事業に（266 万
円）

商工費
●路線バスの運行負担金（1,417 万円）●
すまいるバス補助金（719 万円）元気まつ
り補助金（231 万円）

項目別支出内訳
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自営業の人や退職者などの医療費を給付する会計です。主な収入は、保険税と国庫
支出金。主な支出は、医療費や後期高齢者支援金などです。

●対象者　2,745 世帯　4,707 人　●１人当たりの医療費　363,106 円

国民健康保険事業特別会計
▷収入…19 億 6,661 万円　▶支出…20 億 9,110 万円

西川沿い 11 か所に設置されているポンプの維持管理をするための会計です。収入は、
基金からの繰入金と基金を運用して購入した国債などの利息です（平成 23 年度は、利
息等 1,767 万円を積み立てています）。支出は、運転手の賃金やポンプを稼動させるた
めの維持管理費です。

かんがい施設維持管理運営費特別会計
▷収入…6,118 万円　▶支出…6,117 万円

旧同和地区の住宅環境を改善するための会計です。収入は、貸付金の回収金、県支
出金で、支出は町債の返済、一般会計への繰出金です。

住宅新築資金等特別会計
▷収入…81 万円　▶支出…78 万円

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に下水道を整備するための会計です。支出
の約 53 パーセントは、中山地区などの下水道管の整備に使われました。また、約 8 パー
セントは、中間市に建設している終末処理場（中間市、水巻町、遠賀町との共同事業）
の建設負担金や維持管理負担金です。

流域関連公共下水道事業特別会計
▷収入…6 億 5,115 万円　▶支出…6 億 4,748 万円

農業用水を確保するために室木の谷山池から倉坂地区まで約 13 キロにわたって設置
されているパイプラインを維持管理するための会計です。収入は、基金からの繰入金や
基金を運用して購入した国債などの利息です。

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計
▷収入…613 万円　▶支出…613 万円

水道事業の運営のために設けられた会計です。収入の大部分は、私たちが支払った
水道料金です。支出は、安全な飲み水を作るための費用です。

●給水戸数　6,741世帯　●給水人口　15,504人

水道事業会計
▷収入…2 億 8,634 万円　▶支出…2 億 7,415 万円

町立病院の運営のために設けられた会計です。収入の大部分は、受診による個人負
担と診療報酬です。支出は、安全で安心な医療を提供するための費用で、人件費や材料
費などが多くを占めています。

●年間延べ入院患者数　63,278人　●年間延べ外来患者数　68,078人

病院事業会計
▷収入…27 億 8,940 万円　▶支出…26 億 2,297 万円

介護老人保健施設（鞍寿の里）の運営のために設けられた会計です。収入の大部分は、
施設で行ったサービスに対して支払われる介護報酬です。支出は、自立支援に必要な介護・
機能訓練などを提供するための費用で、人件費や材料費などが多くを占めています。

●年間延べ入所者数　21,488人　●年間延べ通所利用者数　11,690人

介護老人保健施設事業会計
▷収入…3 億 5,658 万円　▶支出…3 億 3,195 万円

（収入）

28億
9,311万円

（支出）

30億
1,325万円

特別会計

（収入）

34億
3,232万円

（支出）

32億
2,907万円

企業会計

老人保健制度に代わり、平成 20 年度から始まった後期高齢者医療制度を運営するた
めに設けられた会計です。

●対象者　2,501 人　●１人当たりの医療給付費　989,151 円

後期高齢者医療特別会計
▷収入…2 億 723 万円　▶支出…2 億 659 万円
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申告会場及び日程 整理番号札を午前８時 50 分から配付します。開場
後に申告内容を確認し、受付札と交換します。

2月18日
　　　 から

申告は

申告される人は、
最寄りの会場に
おいでください。

町
県
民
税
・
国
民
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険
税
と
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税
の
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住
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税
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税
の
申
告

「申告のお知らせ」は２月上旬に郵送
住民税の「申告のお知らせ」を２月上旬に役場税

務住民課からハガキでお送りします。税務署から確
定申告の用紙やハガキが送付されている人には役
場からは通知しません。またハガキが届かない場合
でも、申告が必要な人は下記の申告会場及び日程を
参考に申告してください。
●住民税の申告をしなければならない人

町内に住所がある人は、原則として申告をしなけ
ればなりません。（税務署で確定申告をした人や前
年中の所得が給与か公的年金のみである人は、申告
の必要はありません。）なお、医療費控除などの諸控
除を受けようとする人は、申告が必要です。

申告に必要な書類は…
①平成 24 年中の収入や所得の分かる書類（年金や給

与の源泉徴収票、事業所得がある人は既に計算し
ている収支内訳書など）

②国民年金保険料等の納付額が確認できるもの
③生命保険や地震保険などの控除証明書
④印かん（シャチハタ不可）
⑤医療費控除を受ける人は、病院別等に計算した明

細書及び領収書
⑥事業所得（商店・農業等）や不動産所得がある人

は、収入金額や必要経費を計算した収支内訳書

申告の際の注意
①「申告のお知らせ」が複数届いている世帯は、ど

なたかがまとめて代理申告できます
②医療費の明細書や収支内訳書が整理されていな

い場合は受け付けできません。用紙は役場税務住
民課税務班に備え付けています

③生命保険の満期受取金（一時所得）や個人年金（雑
所得）もお受取金額によっては申告が必要です。
申告の際は証明をお持ちください

④遺族年金及び障害年金のみを受給されている方
は申告が必要です

住民税 RESIDENCE
TAX

● 問い合わせ
　直方税務署 
☎ 22 局 0880 番まで

● 問い合わせ
　役場税務住民課税務班
 ☎ 42 局 2111 番まで（内線 233・234）

確定申告と納税は
２月 18 日から３月 15 日まで

事業を営んでいる人や給与以外に収入
のあるサラリーマン、地代や家賃収入な
どがある人は、確定申告をしなければな
りません。今年の確定申告と納税は、２
月 18 日から３月 15 日までです。毎年、申
告期限間近になると税務署の窓口が混雑
しますので、申告はできるだけ早い時期
に済ませてください。

還付申告の受付は直方税務署で
１月４日から始まっています

所得税の確定申告の受付は２月 18 日
からですが、還付を受けるための申告は、
１月４日から直方税務署で受け付けてい
ます。

住民税の申告が
必要な場合があります

公的年金等の収入金額が 400 万円以下
で、かつそれ以外の所得金額が 20 万円
以下の方は所得税の申告が不要となりま
した（還付を受けるための申告書を提出
することはできます。）但し、所得税の
確定申告を要しない場合であっても、住
民税の申告が必要な場合があります。不
明なときは役場税務住民課税務班にお尋
ねください。

所得税INCOME
TAX

● ２月18 日（月）
● ２月19 日（火）
● ２月20 日（水）
● ２月21 日（木）
● ２月22 日（金）

● ２月25 日（月）
● ２月26 日（火）
● ２月27 日（水）
● ２月28 日（木）
● ３月 1日（金）

中央公民館
（第１研修室）

受付時間
午前　9:00～11:30
午後　1:00～ 4:00

くらじの郷
（機能訓練室）

● ３月 4日（月）
● ３月 5日（火）
● ３月 6日（水）
● ３月 7日（木）
● ３月 8日（金）

● ３月11 日（月）
● ３月12 日（火）
● ３月13 日（水）
● ３月14 日（木）
● ３月15 日（金）

受付時間
午前　9:00～11:30
午後　1:00～ 4:00
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　12 月 18 日、『博多華丸・大吉さん』が鞍手町にふたたび「華丸・大吉のなんしよ

うと？」の番組収録にやってきました。この日は寒さも厳しい中、くらじの郷や長

谷のいちご農園などを訪れました。また、何気なく見つけた看板でからくり木工を

突撃。ご夫婦クイズでは、からくり木工の田中さんご夫妻が登場し、夫婦のなれ初

めクイズでは見事正解。クイズの前は、たくさんのからくり細工に二人とも童心に

返ったようでした。広報２月号が発行される頃

にはテレビ放送は終わっていますが、見逃した

人は再放送を期待してください。まだまだ町に

は再発見できそうな場所があるはずです。あな

たの町のいいところ見つけてみませんか。

華丸・大吉のなんしようと？
▶ふたたび、鞍手を散策

　１月 13 日、中央公民館で成人式がありま
した。スーツや晴れ着を身にまとった若者た
ち。この上なく輝いて見えました。今年の新

成人が生まれた年は、ゆとり世代で平成不況と情
報化社会の中で育った世代です。式典では、「これ
からの未来を背負っていく一員としての自覚と責
任を持ち、社会に貢献していくことをここに誓い
ます」と金村拓也さんが新成人を代表し力強く決
意を述べてくれました。また、「恩師と友人との集
い」では、久しぶりの再会に写真を撮り合ったり、
タイムカプセルを開けたり、時間がたつのも忘れ
て友人や恩師との会話に夢中のようでした。今後
の新成人たちの活躍を期待をします。

お待ちしています
お誕生日の記念に、かわ
いいお子さんの写真を
広報「すくすく日記」
のコーナーで紹介しま
せんか。毎月、発行月に
誕生日を迎える満３歳
までのちびっ子を募集
しています。３月生まれ
は、２月８日（金）まで
に電話で役場総務課☎
４２局２１１１番へお
申し込みください。

▼

舟
ふ な つ

津莉
り こ

杏ちゃん
平成24年２月13日生まれ
りこちゃん、１歳のお誕生日
おめでとう。いつもまわりの
みんなを笑顔にしてくれてあ
りがとう。パパもママも毎日
幸せいっぱいです。これから
もスクスク元気に育ってね♡

（父　隆之さん、母　真奈美
さん・新北）

山
や ま ざ き

崎桜
お う す け

介くん
平成22年２月25日生まれ
桜介♡３歳のお誕生日おめで
とう♡やんちゃでごはんを
いっぱい食べる桜介が大好き
です。４月から幼稚園だね。元
気いっぱい遊んでね!!（父　雄
介さん、母　友香さん・小牧）

大
お お た に

谷颯
そ う ま

馬くん
平成22年２月15日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう!!
春からは幼稚園!! ドキドキだ
ろうけど、お友だちをたくさ
ん作って毎日楽しく過ごせる
といいね!! うれしいこと、楽
しいことがいっぱいの１年に
なりますように!!（父　和寛さ
ん、母　千恵さん・中山）

田
た む ら

村菜
な お

緒ちゃん
平成22年２月27日生まれ
菜緒、３歳のお誕生日おめで
とう !! いたずら盛りで時々
困ったりもするけど、日に日
に強くたくましくなる菜緒に
頼もしさを感じています。こ
れからも田村家のムードメー
カーとして元気いっぱい大き
くなってね★（父　圭司さん、
母　陽子さん・新延）

笑顔がはじける成人式
▶ 191 人の新たな決意
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　12 月 23 日、西区の公民館で出前講座が行われました。

出前講座は、町政や公的な制度などについて理解を深め

てもらうため、実際に町の職員がみなさんの元へ出向い
て講座を行うものです。今回は、西区老人会で「防災知
識あれこれ」と題し講座が行われました。参加した人た

ちは職員の説明を熱心に聞き入っていました。災害はい

つ起こるかわかりません。日頃からの準備を万全にし、

もしものときに備えましょう。町では、34 の講座を準

備し、随時「出前講座」の受付を行っています。詳しく

は役場総務課庶務管財班まで。

出前講座で防災意識をアップ
▶各区や地域で出前講座を実施しています

　日ごろから私たちの住む町の交通安全の啓発を行っている交
通安全協会。１月４日、出発式と交通安全啓発パレードが行わ
れました。いつ起こるかわからない交通事故。昨年も福岡県は
飲酒運転の検挙率が多い県でした。お互いが譲り合う気持ちを
持ち、車も歩行者もルールとモラルを守って交通事故や飲酒運
転を防ぎましょう。交通安全協会の皆さん、これからも町の交
通安全を見守ってください。

交通安全啓発パレード
▶心も新たに交通安全を啓発

石
い し ば し

橋朋
と も や

弥くん
平成 24 年２月１日生まれ
朋弥くん１歳のお誕生日お
めでとう!! 家族みんな、きみ
のかわいい笑顔に癒され、食
べっぷりに驚かされてるよ

（笑）これからも元気いっぱ
い育ってください!!（父　敬
久さん、母　香織さん・中山）

すくすく
日記
2 月生まれ 

Happy  birthday  to  you.

１歳のお誕生日おめでとう!!
お姉ちゃんに負けないくらい
よく食べる咲恵ちゃん。病気
もせず元気に育ってくれてお
父さん、お母さんもうれしい
です。これからもお姉ちゃん
と仲良く遊んでね。（父　太子
さん、母　妃呂子さん・中山）

浦
う ら た

田悠
ゆ う と

斗くん
平成23 年２月６日生まれ
悠斗、２歳のお誕生日おめで
とう!! 最近おしゃべりがとっ
ても上手になったね!! 春から
は幼稚園☆こっちゃんと一緒
に元気に登園しようね!!（父　
勉さん、母　加奈子さん・室
木）

菅
す が は ら

原愛
あ い り

莉ちゃん
平成24年２月10日生まれ
愛莉ちゃん、１歳のお誕生日
おめでとう。いたずら好きで、
元気いっぱい、いつもみんな
を和ませてくれる愛ちゃん。
これからも姉妹仲良く元気に
すくすく育ってね。（父　拓
郎さん、母　千絵さん・中山）

　１月 17 日、鞍手北中学校で１年生による百人一首の
クラスマッチが行われました。これは、国語の授業で古
典を学ぶことから始まったもので、源平合戦のルールを
クラスマッチ用に改良し、各クラス６班編成の２クラス
12 班での対抗戦で行ったものです。場内が静まりかえ
る中、長谷川先生が上の句を詠みあげます。生徒は一様
に真剣な眼差しで自陣の取り札を見据えます。結果は４
勝２敗で２組が優勝しました。

百人一首の源平合戦
▶クラスマッチの勝敗の行方は…… 

的
ま と の

野咲
さ え こ

恵子ちゃん
平成24年２月10日生まれ
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

俳句 網野賢子さん
（八幡西区）

息子は高校３年間、
雨の日も風の日も遠賀
川を渡り、自転車登校
を続けました。晴れて
卒業の日、誇らしげな
顔をしていました。20
数年前の思い出です。

リフォーム 衛藤陽子さん
（弥生）

大柄ウールの着物地だったので、コー
トにリフォームしました。

川
筋
の  

男
貌
し
て  

卒
業
す

土生正義さん
（猪倉）絵画

この作品は、２年前御山の七合目付
近の桜の風景です。私たちは、遠いと
ころに風景を探してスケッチに出かけ
ていますが、わが町鞍手にもこんなに
素晴らしい風景があったのかと感動し
て絵筆をとりました。

や
す
ら
ぎ
園
で

ク
リ
ス
マ
ス
会

●
剣
第
一
保
育
所

12
月
23
日
、
や
す
ら
ぎ
園
で
恒

例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
剣
第
一
保
育
所
の
園

児
と
保
育
士
で
歌
や
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
入
所
者
の
み
な
さ
ん

も
子
ど
も
た
ち
の
演
技
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
、
歌
に
合
わ
せ
た
じ
ゃ

ん
け
ん
で
は
、
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
存
分

に
発
揮
で
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
講
演
会

●
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
で

は
、
女
性
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

●
と
き　

２
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時

30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
内
容　

▽
テ
ー
マ
＝
「
笑
っ
て
元

気
!!
お
互
い
さ
ま
の
心
」
▽
講
師

＝
矢
野
大
和
さ
ん　

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課

児
童
人
権
班
ま
で

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
の
ぞ
み
保
育
園

12
月
25
日
、
今
日
は
待
ち
に
待
っ

た
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
。
こ
の
日
、

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
有
志
の

３
人
が
サ
ン
タ
さ
ん
と
な
っ
て
、
鞍

手
の
ぞ
み
保
育
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

90
人
の
園
児
た
ち
は
、
サ
ン
タ
さ
ん

か
ら
直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
さ
れ
、

大
は
し
ゃ
ぎ
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。「
サ
ン
タ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」

と
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

成
人
式
の
記
念
品
は

受
け
取
り
ま
し
た
か

●
教
育
課
社
会
教
育
班

１
月
13
日
に
行
わ
れ
た
平
成
24
年

度
の
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た

人
の
記
念
品
（
図
書
カ
ー
ド
）
は
、

教
育
課
（
中
央
公
民
館
）
で
保
管
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
受
け
取

り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
の
記
念
写
真
の
注
文
に
つ
い
て
は
、

江
利
写
真
館
☎
４
２
局
０
０
５
１
番

へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育

班
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

木彫手編み
チュニックのセーターを編んで重宝
しています。
編み方は段染
め糸で上下編
み方をかえて
編みました。

長谷観音は、いつか彫らせてもら
いたいと思って
いた仏像です。
１年間かけて彫
りあげましたが、
その間、優しい
お顔に癒されな
がら楽しいひと
時でした。

奈木野つや子さん
（中山）

隅田知明さん
（中山）

Relay Essay

私
は
、
６
年
前
に
主
人
の
転
勤
で
鞍
手

町
へ
越
し
て
き
ま
し
た
。
住
み
始
め
た
ば

か
り
の
頃
は
正
直
、
絶
対
に
馴
染
め
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

都
会
か
ら
や
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

こ
の
田
舎
暮
ら
し
は
刺
激
の
な
い
つ
ま

ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
知
り
合
い
も
い
な

い
た
め
、
毎
日
の
話
し
相
手
は
主
人
だ

け
。
気
が
滅
入
り
、
自
分
は
不
運
だ
と
思

い
ま
し
た
。
次
の
転
勤
ま
で
の
辛
抱
だ
と

思
い
、
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
し
し
て
息
子
が
生
ま
れ
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
私
の
考
え
は
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
妊
娠
中
の
母
親
学
級
で
一

緒
だ
っ
た
マ
マ
さ
ん
に
検
診
の
日
に
再

会
し
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
み

た
。
そ
し
て
初
め
て
こ
の
町
で
お
友
だ
ち

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
親
子
教
室
な
ど
に

参
加
し
て
い
く
う
ち
に
同
じ
く
ら
い
の

子
を
持
つ
マ
マ
さ
ん
た
ち
と
出
会
い
、
今

で
は
た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
や
素
敵
な

人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
同
士
も
仲
良
し
な
マ
マ
仲
間
、

子
ど
も
抜
き
で
も
と
っ
て
も
気
の
合
う

お
友
だ
ち
、
い
つ
も
私
た
ち
親
子
を
気
に

か
け
て
く
だ
さ
る
町
の
保
育
士
の
先
生

方
、
ピ
ン
チ
の
時
に
は
助
け
合
え
る
ご
近

所
さ
ん
、
息
子
の
通
う
歯
科
の
先
生
は
息

子
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
本
当
に
丁
寧

に
診
て
く
だ
さ
る
。

こ
の
町
で
な
け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た

温
か
い
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
今
、
私
は

こ
の
町
で
の
暮
ら
し
は
と
て
も
居
心
地

が
良
く
、
次
の
転
勤
が
ま
だ
な
い
こ
と
を

願
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
町
へ
来
れ
た
こ
と
を
今
な

ら
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
思
え
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
田
村　

健
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井
ま
ゆ
み
さ
ん
（
中
山
・
34
歳
）

VOL
167

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

一
般
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
鞍
手
町
役
場
福
祉
人
権
課

一
般
献
血
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
５
日
（
火
）
時
間
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
役
場
北
側
入
口
（
福
祉
人
権
課

横
）

●
対
象
者　

17
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
（
65
歳
以
上

の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の
あ

る
人
、
ま
た
、
男
女
と
も
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
高
齢
者
班

☎
４
２
局
２
１
１
１
番
ま
で

冬
の
風
物
詩

し
め
縄
づ
く
り

●
上
新
橋
区　

入
江　

保
さ
ん

12
月
23
日
に
上
新
橋
の
公
民
館
で

恒
例
の
し
め
縄
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
年
越
し
の
準
備
の
し

め
縄
づ
く
り
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
は
「
毎
年
作
り
よ
る
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ん
た
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
出
来
上
が
っ

て
み
れ
ば
立
派
な
し
め
縄
が
完
成
し

て
い
ま
し
た
。
し
め
縄
作
り
の
後
は

み
ん
な
で
会
食
を
し
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／２月の休館日は、６日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　ネコがご近所をねり歩いて夕飯パト
ロール。ゆうがたになると、どの家か
らもいいにおいがしてくるよ。こっち
のおうちのごはんはなにかな？　それ
ぞれの家のそれぞれのごはん。どれも
みーんなおいしそう！　さあ、あなた
もいっしょに「いただきまーす」。リ
アルな食べ物の絵におどろきです。

きょうのごはん
作＝加藤休ミ

　欧米やアジア諸国と違って、日本の
国境はすべて海に面している。このた
め、多くの国民はあまり、国境を意識
せずに生活している。しかし、国境の
海ではわれわれが意外なほど知らない
ギリギリの真実が数多くある。島の領
有権を巡って国と国との静かな戦い、
そもそも無人島は一体、誰のものなの
か？　新たな歴史認識を踏まえて日本
の国境の状況を紹介する。

驚いた！知らなかった日本国境の新事実
作＝山田吉彦

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／別れる力　大人の流儀３（作＝伊集院　静）／謎
解きはディナーのあとで３（作＝東川篤哉）／はか
ぼんさん（作＝さだまさし）／母性（作＝湊　かなえ）
／６４（ロクヨン）（作＝横山秀夫）／幕が上がる（作
＝平田オリザ）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／かいけつゾロリ　なぞのスパイとチョコレート
（作＝原ゆたか）／かいじゅうのさがしもの（作＝
富安陽子）／０てんにかんぱい！（作＝宮川ひろ）
／まるちゃんのけんか（作＝ささきようこ）／ひめ
ちゃんひめ（作＝尾沼まりこ）

だってだってのおばあさん
作＝さの　ようこ

だ
っ
て
私
は
98
歳

だ
も
の
、
98
の

お
ば
あ
さ
ん
が

そ
ん
な
事
し
た
ら
似
合
わ

な
い
わ
と
、
い
ろ
ん
な
事

を
こ
と
わ
っ
て
い
た
お
ば

あ
さ
ん
。
今
日
98
歳
の
お

誕
生
日
で
す
。
で
も
、
誕

生
日
の
ケ
ー
キ
に
飾
る

ロ
ー
ソ
ク
が
五
本
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
ソ
ク
に

火
を
つ
け
て
、
１
つ
、
２

つ
、
３
つ
、
４
つ
、
５
つ
、

５
歳
の
誕
生
日
オ
メ
デ
ト

ウ
！　

す
っ
か
り
５
歳
に

な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
、
釣

り
に
行
っ
て
川
を
越
し
た

り
入
っ
た
り
元
気
な
女
の

子
に･･･

。
戻
っ
て
み
る

の
も
い
い
で
す
ね
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

２
月
は
「
進
め
な
か
っ
た
ら
元
に
戻
っ
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
友
枝
欣
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

2050 年は江戸時代
作＝石川英輔　

大
刷
新
？
日
本
の

国
民
に
と
っ
て
、

明
治
維
新
と
第

二
次
大
戦
に
次
ぐ
三
度

目
の
大
変
革
だ
と
い
う

事
に
な
っ
て
い
る
。
大

刷
新
の
前
に
、
今
で
は

江
戸
時
代
の
次
の
「
東

京
時
代
」
と
呼
ん
で

い
る
華
や
か
な
時
代
が

あ
っ
た
。
工
業
化
の
行

き
過
ぎ
で
完
全
に
行
き

詰
ま
り
、
そ
れ
以
後
二

度
と
あ
や
ま
り
を
繰
り

返
さ
な
い
様
、
生
活
全

体
を
見
直
す
。
保
存
の

出
来
る
金
属
、
繊
維
製

品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等

は
需
要
が
減
っ
た
分
だ

け
国
内
に
あ
る
。
円
安

の
た
め
品
物
は
輸
入
で

き
な
い
。
食
料
だ
け
は

す
ぐ
に
足
り
な
く
な
っ

た
、
ど
う
す
る
？
自
分

の
食
べ
る
物
は
自
分
で

作
る
よ
り
他
な
い
。人
々

は
ど
う
す
る
か
？
歴
史

逆
行
Ｓ
Ｆ
で
す
。
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HealthDr. 山下、山本検査技師の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

11−2013.２

？
【アドバイザー】

先
月
号
に
続
き
、
超
音
波
検
査
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
今
回
は
、
心
臓
超
音
波
検

査
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
心
臓
超
音
波
検
査
と
は
】

　

心
臓
超
音
波
検

査
と
は
人
の
耳
に

聞
こ
え
な
い
ほ
ど

の
高
周
波
の
超
音

波
を
使
い
心
臓
の

様
子
を
画
像
に
映

し
出
し
て
行
う
検
査
で
す
。
一
般

的
な
心
臓
超
音
波
検
査
は
胸
部
を

露
出
し
左
側
臥
位
で
ベ
ッ
ド
に
横

に
な
っ
た
状
態
で
、ゼ
リ
ー
を
塗
っ

た
プ
ロ
ー
ブ(

超
音
波
を
出
す
器

具)

を
体
の
表
面
に
当
て
検
査
し

て
い
き
ま
す
。
検
査
の
所
用
時
間

は
20
～
30
分
ほ
ど
で
、
内
視
鏡
検

査
や
腹
部
超
音
波
検
査
の
よ
う
に

食
事
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
何
が
わ
か
る
の
？
】

①
心
臓
の
大
き
さ
、
壁
の
厚
さ
、

動
き
方

　

心
臓
病
の
中
に
は
心
臓
が
大
き

く
な
る
場
合
、
小
さ
く
な
る
場
合

な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
一
般
的
に

は
心
臓
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に

は
心
臓
が
弱
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
大
き
さ
の
評
価
は
と
て
も
重

要
で
す
。
ま
た
心
臓
の
壁
の
厚
さ

を
調
べ
る
こ
と
で
心
肥
大
が
あ
る

か
ど
う
か
の
判
断
も
で
き
ま
す
。

心
臓
の
動
く
様
子
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
見
ら
れ
る
の
も
重
要
な
点
で
、

心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
場
合
で
は

心
筋
が
収
縮
し
て
い
な
い
場
所
や

そ
の
範
囲
が
分
か
り
、
心
臓
全
体

の
ポ
ン
プ
と
し
て
の
ス
ム
ー
ズ
な

血
液
供
給
が
行
え
て
い
る
か
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
血
液
の
流
れ
る
方
向
や
速
度

　

心
臓
は
４
つ
の
部
屋
か
ら
で
き

て
お
り
、
血
液
が
円
滑
に
流
れ
る

た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
の
部
屋
の
間

に
は
弁
が
つ
い

て
い
ま
す
。
こ

の
弁
が
う
ま
く

機
能
し
な
く
な

る
こ
と
で
弁
が

開
き
に
く
く
な

り
血
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
に
く

く
な
っ
た
場
合
は
弁
狭
窄
、
血
流

が
逆
流
す
る
場
合
は
弁
逆
流
と
診

断
さ
れ
ま
す
。
弁
狭
窄
の
場
合
に

は
開
き
に
く
く
な
っ
た
所
の
血
流

速
度
を
、
弁
逆
流
で
は
逆
流
の
量

な
ど
を
測
定
す
る
こ
と
で
重
症
度

の
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
診
断
の
種
類
】

　

心
筋
梗
塞
や
弁
膜
症
、
心
不
全
、

心
筋
症
、
心
内
膜
炎
、
心
外
膜
炎
、

心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
、
心
臓
腫
瘍
、

一
部
の
先
天
性
心
疾
患
な
ど
を
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
心
臓
超
音
波
検
査
で
は
す
べ
て

の
病
気
を
確
定
診
断
出
来
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
必
要
な
場
合
に

は
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や
心
筋

シ
ン
チ
検
査
な
ど
の
さ
ら
に
詳
し

い
検
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
】

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
動
い
て
い
る
心
臓
を
観

察
で
き
ま
す
。
ま
た
検
査
に
伴
う

苦
痛
が
少
な
く
特
別
な
前
処
置
を

必
要
と
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
放
射

線
に
よ
る
被
曝
が
な
い
た
め
に
繰

り
返
し
検
査
が
で
き
ま
す
。
そ
の

う
え
検
査
装
置
が
移
動
で
き
る
た

め
に
病
棟
の
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
や
救

急
処
置
室
な
ど
で
の
検
査
が
可
能

で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
検
査

を
行
う
医
師
・
技
師
の
知
識
と
経

験
に
よ
っ
て
検
査
に
影
響
が
生
じ

る
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
度
の

肥
満
や
肺
気
腫
・
肺
線
維
症
な
ど

の
方
で
は
見
え
づ
ら
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

心
臓
超
音
波
検
査
胸
は
胸
の
痛

み
や
足
や
顔
の
む
く
み
以
外
に
も

高
血
圧
、
糖
尿
病
の
方
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
基
礎
疾
患
を
も
た
れ
て
い

る
方
も
検
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

一
度
機
会
が
あ
れ
ば
検
査
を
受
け

て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

山
本
俊
輔
さ
ん
・
や
ま
も
と
し
ゅ
ん
す
け
・
平
成
15
年
３
月
産

業
医
科
大
学
産
業
保
健
学
部
卒
業
後
、
福
岡
和
白
病
院
臨
床
検

査
科
を
経
て
、
平
成
16
年
10
月
よ
り
鞍
手
町
立
病
院
臨
床
検
査

科
勤
務
。
日
本
超
音
波
医
学
会
認
定
超
音
波
検
査
士
（
消
化
器
・

循
環
器
）

山
下
和
仁
さ
ん
・
や
ま
し
た
か
ず
ひ
と
・
平
成
２
年
産
業
医
科

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
九
州
労
災
病
院
、
岩
手
労
災
病
院
な

ど
を
経
て
マ
イ
ア
ミ
大
学
に
留
学
。
帰
国
後
は
、
産
業
医
科
大

学
病
院
な
ど
を
経
て
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
鞍
手
町
立
病
院
循

環
器
内
科
に
勤
務
。



いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交
付を受けましょう。妊娠中の生活や制度などに
ついて保健師が説明します。
● とき　２月６日、13 日、20 日、27 日の午前

10 時から 11 時 30 分まで①必ず妊婦さん本人
がお越しください②原則、毎週水曜日の交付ですが、都合
がつかない場合は相談に応じます

● ところ　総合福祉センター保健棟　
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
２月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者

には事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳
    細は通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・栄養
    相談など

健診内容 期　日 対象児

４か月健診 ２月 14 日（木） 平成 24 年 09 月 20 日から
平成 24 年 10 月 17 日生まれ

７か月健診
２月 28 日（木）

平成 24 年 06 月 29 日から
平成 24 年 08 月 2 日生まれ

12 か月健診 平成 24 年 2 月 01 日から
平成 24 年 2 月 29 日生まれ

１歳半健診
２月 7 日（木）

平成 23 年 07 月 11 日から
平成 23 年 08 月 7 日生まれ

３歳児健診 平成 22 年 1 月 11 日から
平成 22 年 2 月  7 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談）

２月 27 日（水） 平成 24 年 12 月 25 日から
平成 25 年  1 月 18 日生まれ

※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

予防接種
■ＢＣＧ予防接種
▷４か月健診のときに一緒に行います
▷接種期間　生後６か月未満
▷ところ　総合福祉センター保健棟

2013.２−12

期　日 時　　間
２月 14 日（木） 午後１時 30 分から２時まで３月 14 日（木）

＊＊腎臓病の予防教室＊＊

参加者募集

腎臓は臓器の中でも重要な臓器です。
この機会に勉強してみませんか？低タン
パク食の試食も用意しています。
● とき　３月 1 日（金）午前 10 時から

午後１時まで
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 対象者　健診等で血清クレアチニン値

が男性 1.0 以上、女性 0.8 以上の人
● 募集人員　20 人
● 参加費　無料
● 申し込み期限　２月 22 日（金）まで

に電話でお申し込みください。

忘れていませんかワクチン接種!!
■ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種
　麻しん（はしか）・風しんの予防接種を次
の対象者の人に通知しています。通知がきた
人は必ず接種しましょう。３月 31 日を過ぎ
ると有料になりますので、まだ接種が済んで
いない人は早めに予防接種を受けましょう。
また、予診票を失くした人は役場保険健康課
もしくは総合福祉センター保健棟にて配布し
ます。            　　　　 　　　　　　　　

対象者

Ⅱ期（年長学年齢）平成 18 年 04 月 12 日から
平成 19 年 14 月 21 日生まれ

Ⅲ期（中学１年） 平成 11 年 04 月 12 日から
平成 12 年 14 月 21 日生まれ

Ⅳ期（高校３年） 平成 16 年 04 月 12 日から
平成 17 年 14 月 21 日生まれ

▽接種の仕方…かかりつけの医療機関に電話
で予約し接種してください。
▽接種期間…平成 25 年３月 31 日まで
接種期間を過ぎると有料になり 10,000 円程度
の料金が発生します。この機会にぜひ接種し
ておきましょう。
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SupportCOMMENT
国保からの
お知らせです  国保の

そこが知りたい
役場保険年金班 ☎42局2111番

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

示
談
の
前
に

必
ず
国
保
に
届
け
出
を

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
は
、

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
国
民

健
康
保
険
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
警
察
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
同
時
に
役
場
保
険
健
康
課
保

険
年
金
班
に
も
届
け
出
（
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
）
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
が
な

い
ま
ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
。」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
印
か

ん
、
事
故
証
明
書

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費

は
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
保
険
診
療
を
し
た
場
合
で
も
、

加
害
者
が
負
担
す
る
べ
き
医
療
費

は
、
国
保
が
一
時
立
て
替
え
て
支

払
う
だ
け
で
、
あ
と
で
国
保
が
そ

の
医
療
費
を
被
害
者
に
代
わ
っ
て
、

加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
取
り
交
わ
し

て
し
ま
う
と
、
そ
の
示
談
で
取
り

決
め
た
内
容
が
優
先
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
示
談
が
成
立
し

た
後
は
、
加
害
者
に
請
求
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
、
内
容
に
よ
っ

て
は
被
害
者
の
人
に
治
療
費
を
返

還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
で
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
は
、
示
談
を
す

る
前
に
、
国
保
の
届
け
出
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
め
忘
れ
な
ど
の
あ

る
場
合
は
、
国
保
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

警
察
と

役
場
保
険
年
金
班
に

必
ず
届
け
出
を

示
談
を
す
る
と
き
に
は

慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

医
療
費
は
加
害
者
が

負
担
し
ま
す

①まず落ち着いて
落ち着きが何より大事。
ショックのあまり冷静
な判断を失ってはなり
ません。けが人の救護等
が優先です。

②相手を確認
ナンバー確認のほか、運
転免許証、電話番号、自
賠責・任意保険の事項等
を記録しましょう。

③必ず警察へ連絡を
警察への連絡を忘れて
はいけません。後日、「交
通事故証明書」が必要に
なります。同時に国保へ
届けることも。

④示談は国保へ届け
　出てから
国保で治療を受けたと
きは示談の前に必ず国
保へ連絡。示談は焦って
する必要はありません。

交
通
事
故
は
、

遭
わ
な
い
、

起
こ
さ
な
い
が

第
一
で
す
が
、

万
一
の
た
め
の
心
掛
け
は
、

し
っ
か
り
持
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
は

し
っ
か
り
納
め
ま
し
ょ
う
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町
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
入
選
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た
。

12
月
21
日
（
金
）、
鞍
手
町
役
場

会
議
室
に
お
い
て
、
鞍
手
町
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
選
定
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
応
募
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
２
１
５
作
品
の
中
か
ら
入
選
作

品
３
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公
募

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公
募
は

①
鞍
手
町
に
住
む
私
た
ち
の
幸
せ
の

形
②
鞍
手
町
の
未
来
の
姿

③
鞍
手
町
の
元
気
を
み
ん
な
で
創
り

上
げ
る
思
い    

以
上
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
20
文
字
以

内
で
表
現
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
ま

し
た
。
応
募
期
間
は
、
平
成
24
年
11

月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
か
月
間

で
、
全
国
24
の
都
道
府
県
か
ら
76
人
、

２
１
５
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

選
定
委
員
会

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
選
定
は
、
有

識
者
、
町
民
代
表
、
町
職
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
鞍
手
町
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
デ
ザ
イ
ン
選
定
委
員
会
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。  

入
選
作
品
と
講
評
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
公
募
の
条
件
で
あ
る
３
つ
の

テ
ー
マ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
あ
る
か
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
明
確
か
、
な
ど
の
視
点
か

ら
活
発
な
議
論
の
中
で
絞
り
込
み
を

行
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
委
員
に

よ
る
投
票
に
よ
り
入
選
作
品
３
案
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

入
選
作
品
と
講
評 （
順
不
同
）

ふ
っ
く
ら
　
く
ら
て

内
河 

裕
信
　
様
【
神
奈
川
県
相
模
原
市
】

「
ふ
っ
く
ら
」
と
い
う
短
い
言
葉
に
、
町

民
の
幸
せ
な
暮
ら
し
や
町
へ
の
愛
着
な

ど
が
表
現
さ
れ
、
鞍
手
町
へ
の
親
し
み

や
す
さ
を
感
じ
さ
せ
る
点
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

く
ら
く
ら
く
ら
て 

沸
騰
中
！

内
河 
裕
信
　
様
【
神
奈
川
県
相
模
原
市
】

「
く
ら
て
」
と
「
く
ら
く
ら
」
を
並
べ
た

リ
ズ
ム
感
と
、
次
々
と
活
発
な
活
動
が
生

ま
れ
て
く
る
よ
う
な
「
沸
騰
中
！
」
の

覚
え
や
す
い
組
み
合
わ
せ
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。 

伸
び
し
ろ
あ
り
ま
す
　
鞍
手
町

神
谷 

和
代
　
様　
【
福
岡
県
宗
像
市
】

鞍
手
町
の
ま
だ
ま
だ
眠
っ
て
い
る
魅
力

や
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
が
、
町
の
「
伸

び
し
ろ
」
と
い
う
、
誰
も
が
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
言
葉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
入
選
の
う
ち
、
２
作

品
は
同
一
の
応
募
者
に
よ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
が
、
選
考
委
員
会
に
お

け
る
審
査
は
、「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」

本
文
以
外
の
情
報
（
応
募
者
の
氏
名
、

住
所
な
ど
）
は
、
一
切
伏
せ
ら
れ
、

作
品
は
無
作
為
に
並
べ
替
え
ら
れ
た

状
態
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
決
定

今
後
町
で
は
、
町
の
新
し
い
顔
と

な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
す
る
た
め

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
、
入
選

作
品
３
案
の
中
か
ら
１
案
を
選
び
ま

す
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
図
案
化
の

過
程
で
微
修
正
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
） 

。
選
ば
れ
た
１
案
は
、
複
数
の
プ
ロ

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
ロ
ゴ
マ
ー

ク
と
し
て
図
案
化
さ
れ
、
そ
の
中
か

ら
最
も
優
秀
な
も
の
を
選
定
委
員
会

で
選
考
し
ま
す
。

町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
平
成
25
年
３
月
下
旬
）、

広
報
（
同
４
月
号
）
で
発
表
す
る
予

定
で
す
。

・
ふ
っ
く
ら
　
く
ら
て

・
く
ら
く
ら
く
ら
て
　
沸
騰
中
！

・
伸
び
し
ろ
あ
り
ま
す
　
鞍
手
町

鞍手町イメージアップデザイン選定委員会

・有識者
　定村 俊満（株式会社ジーエータップ代表取締役社長）　
　横田 きみよ（コンセプトピディア代表）

・町民代表（公募委員）
　由衛 久子（鞍手町文庫連絡会会員）
　末延 　竜（グラフィックデザイナー）

・町職員
　三戸 公則（鞍手町企画財政課長） 

ま
ち
を
元
気
に
す
る

〝
言
葉
の
種
〟
が
決
ま
り
ま
し
た

町
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集
に
全
国
か
ら
76
人
、
２
１
５
作
品
が
応
募
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●お問い合わせ　詳しいことは、企画財政課地域振興☎（0949）42 局 2111 番まで

入選
３作品が
決定
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今
月
の
納
税
（
２
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
９

期
分

納
期
限
は
２
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
24
年
度
分
の
税
金
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
付
書
で
納
税
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
お
手
元
の
領
収
書
で
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
引
き
落

と
し
を
さ
れ
て
い
る
通
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
納
め
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

●
税
種　

町
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
保
険
税

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

農
作
業
用
車
両
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

農
作
業
用
車
両
な
ど
、
公

道
を
走
ら
な

く
て
も
、
座

席
が
あ
り
、

エ
ン
ジ
ン
な

ど
の
原
動
機

を
動
力
と
し
て
動
く
車
両
は

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で

す
。
ま
だ
登
録
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
、
必
ず
登
録
し

て
、
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額
（
年
額
）　

千
六
百
円

（
登
録
は
無
料
）

●
登
録
場
所　

役
場
税
務
住

民
課
税
務
班

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ

も
な
く
て

安
心
で

す
。
毎
月

15
日
ま
で

に
手
続
き

を
す
れ
ば

翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機
関

や
役
場
税
務
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●長谷別館…42 局 4659 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗博物館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●中央浄水場…42 局 0417 番
●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2013 ２

税務Q&A
確定申告について
解説します

　これまで、不動産または山林所得、
事業所得等を有する白色申告の方は、
前々年分あるいは前年分の事業所得
等の金額の合計額が 300 万円を超え
る場合が記帳・帳簿等の保存の対象
となっていました。
　今回、制度が改正され平成 26 年１
月からは、事業所得、不動産または
山林所得を生ずる業務を行う場合は、
所得税の申告の必要がなくてもすべ
ての方が記帳・帳簿等の保存の対象
となります。売上げなどの収入金額、
仕入れやその他の必要経費に関する
ことを帳簿に記帳し、その帳簿のほ
か、受け取った請求書や領収書など
の書類を保存する必要もあります。
　このように記帳・帳簿等の保存を
行うのであれば、青色申告特別控除
などがある青色申告へ切り替える方
が有利な場合もあります。青色申告
をするためには、青色申告をしよう
とする年の３月 15 日までに必要書類
を税務署に提出しなければなりませ
ん。平成 26 年に申告する平成 25 年
分を青色申告にする場合は、平成 25
年の３月 15 日までに直方税務署への
申請が必要です。
●問い合わせ　詳しいことは、直方税
務署☎２２局０８８０番まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

平成 26 年１月からすべての白色申告の方
の記帳・帳簿等の保存制度が変わります
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西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

２
月
12
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

２
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

２
月
の
補
聴
器
相
談
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
２
月
１
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

▽
と
き
＝
２
月
14
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

２
月
21
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
２

月
27
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談
で

は
、
受
付
順
の
番
号
札
を
配
布

し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

▽
と

き
＝
２
月
７
日
（
木
）
午
後

２
時
か
ら
５
時
ま
で
（
九
州

リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
２
月
16

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
（
池
田
補
聴
器
）
▽

と
き
＝
２
月
26
日
（
火
）
午

後
２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

消
費
者
相
談
は

直
鞍
広
域
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ

消
費
者
の
た
め
の
相
談
業

務
を
行
う
機
関
と
し
て
「
直
鞍

広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
が

１
月
か
ら
直
方
市
役
所
内
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
や
商
品
事
故
の
苦
情
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
問
題
解

決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
、

あ
っ
せ
ん
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
専
門
的
な
相
談
機
関

が
あ
る
場
合
や
、
消
費
生
活
相

談
に
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
は
、
そ

の
内
容
に
あ
っ
た
窓
口
を
紹
介

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
広
域

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
直

方
市
役
所
内
）
☎
２
５
局

２
１
６
２
番
ま
で

求
む
、
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
平
成
25
年

度
自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格　

▽
一
般
＝
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
人
▽
技
能

＝
18
歳
以
上
で
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
53
歳
か
ら
55

未
満
の
人

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
一

般
（
約
千
四
百
人
）
▽
技

能
（
衛
生
、
語
学
、
整
備
、

電
気
情
報
処
理
、
建
築
、

通
信
、
約
二
百
人
）

●
受
付
期
間　

▽
第
１
回
＝

４
月
３
日
（
水
）
ま
で

　

▽
第
２
回
＝
７
月
16
日

（
火
）
か
ら
９
月
30
日
（
月
）

ま
で

●
試
験
日　

▽
第
１
回
＝
４

月
12
日
（
金
）
か
ら
15
日

（
月
）
ま
で
▽
第
２
回
＝
10

月
12
日
（
土
）
か
ら
15
日

（
火
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
１

日
●
試
験
会
場　

小
倉
駐
屯
地

（
北
九
州
市
）・
健
軍
駐
屯

地
（
熊
本
市
）
予
定

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
自
衛
隊
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

家
族
介
護
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

試
験

講
習

随時、登録を受け付けています

町では、臨時職員やパートタイム
職員などを採用する場合、あらかじ
め登録している人の中から採用する
登録制度を導入しています。登録の
方法や募集職種などは次のとおりで
す。なお、登録しても必ず採用され
るとは限りません。ご了承ください。
●登録方法　登録申請書に写真を

貼って必要事項を記入し、役場総
務課人事電算班へ提出してくださ
い（郵送でも構いません）。登録
申請書は、役場、中央公民館、町
立病院、介護老人保健施設（鞍寿
の里）、くらじの郷に置いてあり
ます。また、町のホームページか
らもダウンロードできます

●有効期限　登録の日から１年間
●４月以降の採用予定職種　▷免

許・資格が不要な職種＝一般事務
（パソコン（ワープロ・表計算ソ
フト）が使える人、10 人程度）、
調理師補助▷免許・資格が必要な
職種＝保育士、調理師、養護教諭

●勤務条件　賃金や勤務時間などの
勤務条件は、職種によって異なり
ます。町のホームページをご覧に
なるか、役場総務課人事電算班ま
でお問い合わせください

●問い合わせ　役場総務課人事電算
班（〒 807 － 1392　鞍手町大字中
山 3705 番地）まで

登録してみませんか
臨時職員等
登録制度

相
談



園
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

に
よ
る
家
族
介
護
教
室
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
在
宅
介

護
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
２
月

23
日
（
土
）
＝
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
。

▽
３
月
９
日
（
土
）
＝
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
参
加
費　

無
料

●
内
容　

▽
２
月
23
日
（
土
）

＝
元
気
な
腸
で
健
康
生
活

▽
３
月
９
日
（
土
）
＝
認

知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
生
活
習
慣
病
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

町
立
病
院
で
は
、ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
っ
て
も
、食
材
や
調
理

法
で
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇

を
緩
や
か
に
で
き
る
食
事
の

調
理
実
習
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
調

理
室

●
内
容　

調
理
実
習
、
食
前

食
後
の
血
糖
値
測
定

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
限　

２
月
28
日

（
木
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
立
病
院
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
２
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

新
一
年
生
に
な
る
皆
さ
ん

「
入
学
通
知
書
」
は

届
い
て
い
ま
す
か

今
年
４
月
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
に
入
学
予
定
の
皆
さ

ん
、「
入
学
通
知
書
」
は
届
い

て
い
ま
す
か
。
１
月
以
降
の

転
入
な
ど
で
、
ま
だ
こ
の
通

知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
教
育
課
学
校
教
育
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
班
ま
で

休
日
乳
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

町
立
病
院
で
は
、
次
の
と

お
り
休
日
乳
が
ん
検
診
を
行

い
ま
す
。

●
と
き　

２
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
対
象
者
・
定
員　

40
歳
以

上
の
人
・
20
人（
隔
年
受
診
）

●
予
約
受
付
期
間　

２
月
４

日
（
月
）
か
ら
８
日
（
金
）

ま
で

●
料
金　

①
町
内
に
お
住
ま

い
の
人
は
６
０
０
円
②
乳

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ー

ン
券
を
お
持
ち
の
人
は
無

料
③
生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
（
診
療
依
頼
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

そ
の
他
詳

し
い
こ
と
は
町
立
病
院
ま

で

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

３
月
31
日
ま
で
に

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

及
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
受
診
さ
れ
て
い

な
い
人
は
お
早
目
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
受
診
期
限　

平
成
25
年
３

月
末
日
ま
で

●
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

●
受
診
期
限　

健
康
診
査
の
実

施
医
療
機
関
で
個
別
に
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

受
診
の
際
は
保
険

証
と
受
診
票
が
必
要
で
す
。

受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
広
域
連
合
で
再
発
行

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

17−2013.２

くらしの情報

お
知

ら
せ

新中学校の学校名の募集に 143 件の
ご応募をいただきありがとうございま
した。10 月の定例教育委員会で名称
が決定しましたのでお知らせします。
●学校名　鞍手町立鞍手中学校
●対象者　応募総数は 143 件あり（う

ち小学生 66 件、中学生 36 件）、71
件が学校名称候補として登録

●選考　▷１次選定（10 月 2 日）：中
学校統合準備検討委員会で 71 案か
ら５案に絞り込みを行いました。▷
５案の名称 = 鞍手中学校、鞍手中
央中学校、鞍橋中学校、平鞍中学校、
くらじの丘中学校

▷２次選定（10 月 16 日）：小中学校統
合整備計画策定委員会で５案からの
更なる絞り込みはありませんでした
が、「鞍手中学校」との意見が強かっ
た。

▷名称決定（10 月 23 日）：定例教育
委員会にて決定

●問い合わせ　教育課学校教育班まで

新中学校の学校名が決定

町では、平成 20 年 10 月より「ふる
さと納税（寄附）」制度を導入し、こ
れまでに多くの人にたくさんの応援を
いただきました。
● 寄附状況　

　（平成 24 年４月１日から 12 月 31 日現在）
氏　名 住　所 寄附額
匿　名 福岡県 5 0 , 0 0 0 円
匿　名 福岡県 1 0 0 , 0 0 0 円
匿　名 京都府 2 0 0 , 0 0 0 円

有松弘美　様 福岡県 6 0 , 0 0 0 円
長井忠夫　様 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
井上恵次　様 東京都 1 5 0 , 0 0 0 円
平成 24 年度累積額 5 7 0 , 0 0 0 円

● 申し込み・問い合わせ　ふるさと納
税に関する詳しい内容は役場企画財
政課政策財政班または、町公式ホー
ムページまで

鞍手町ふるさと納税制度



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

今
ま
で
入
院
時
に
し
か
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
は
外
来
時

に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
入
院
や
高
額
な

外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
限
度
額
適
用
認

定
証
等
の
交
付
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

18
年
２
月
２
日
か
ら
昭
和
18

年
３
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
に
国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
高

齢
受
給
者
証
が
利
用
で
き
る

の
は
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の

月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
28
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
で
の
窓

口
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用

認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
こ

くらしの情報

　

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【12 月中】 【累　計】
件 数 9 件（＋04） 件 数 079 件（ー12）

死 者 00人（±00） 死 者 221人（±00）

傷 者 15 人（＋09） 傷 者 112 人（＋01）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【12 月中】 【累　計】

刑法犯総数 132 件（－ 1） 刑法犯総数 1758 件（＋ 79）

車上ねらい 011 件（－ 1） 車上ねらい 159 件（＋ 2）

自転車盗難 014 件（－ 2） 自転車盗難 194 件（－ 14）

空き巣 034 件（＋25） 空き巣 135 件（＋ 32）

生活安全課からのお知らせ

2013.２−18

　

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　２月９日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

● とき　２月 13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間
市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所☎
（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

空き巣多発中!!

被害に遭わないため
◉確実に施錠をしまし　
　ょう。
◉不審者を見たら警察　
　に通報しましょう。

　平成 24 年中、直方警察署管内で
発生した空き巣は 135 件（前年比
＋ 32 件）です。

●２月 11 日（祝） 木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　  ☎４２局５００５番

●２月 24 日（日） 原医院（新北）

　　　　　　　　　  ☎４３局２０３０番

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。



の
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ

ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と

き
は
前
も
っ
て
手
続
き
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
平
成

24
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付

さ
れ
た
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
有

効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
め
て
交
付
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

65
歳
を
迎

え
る
人
（
昭

和
23
年
３
月

２
日
か
ら
４

月
１
日
生
ま

れ
の
人
）
に
介
護
保
険
証
を

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
や
介
護
認
定
の
申
請
の

と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
21
日

（
木
）
か
ら
22
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
。
た
だ
し
、

毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
労
働
力
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎

月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
の
失

業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。
調

査
対
象
と
な
っ
た
地
区
の
皆
さ

ん
に
は
、
県
発
行
の
調
査
員
証

を
携
帯
し
た
統
計
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
な
お
、調
査
し
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
守
ら

れ
、
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
調

査
統
計
課
☎
（
０
９
２
）

６
５
１
局
１
１
１
１
番
ま

で次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
伊
東
久
文
様
＝
上
新
橋（
山

本
タ
エ
子
）

▽
野
瀬
美
和
様
＝
大
池
（
一

郎
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
一

般
】

▽
（
株
）
富
士
ピ
ー
・
エ
ス

遠
賀
川
渡
河
橋
作
業
所

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
伊
東
久
文
様
＝
上
新
橋（
山

本
タ
エ
子
）

▽
入
江
和
子
様
＝
新
北
（
千

代
子
）

▽
野
上
裕
之
様
＝
中
山
本
村

（
千
鶴
子
）

▽
澁
谷
好
恵
様
＝
上
新
橋（
木

原
ア
イ
子
）

くらしの情報

19−2013.２

愛の
贈

り
も
の

あなたの学習意欲を
応援します

●利用できる人　母子家庭の母または寡婦が扶養している児
童など

●貸付の種類と金額　▷修学資金・就学支度資金等＝各資金
は、高校や大学などの学校の種類、国公立・私立の区分、
通学形態によって異なります

●利息　無利息
●問い合わせ　詳しいことは福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境

事務所直方分庁舎社会福祉課☎２２局５６９２番まで

母子・寡婦福祉資金の貸付

国の教育ローン

鞍手町奨学金

●利用できる人　高校や短大、大学、大学院、専修学校、各
種学校などに入学・在学する人の保護者（給与所得者は
世帯の年間収入が 790 万円以内、事業所得者は世帯の年
間所得が 590 万円以内の人）ただし、申込者が扶養して
いる子の人数によって異なる

●使い道　入学金や授業料、アパートの家賃などの在学費用
●融資額　学生・生徒１人につき 300 万円以内
●利率　年 2.45 パーセント（平成 24 年 12 月 12 日現在）
●返済期間　15 年以内（交通遺児家庭や母子家庭の人は 18

年以内）
●問い合わせ　教育ローンコールセンター☎（０５７０）０

０８６５６番まで

●利用できる人　①町内に引き続き２年以上居住する人で、
高校や大学の学費の支払いに困っている人②日本学生支
援機構などから奨学金を借りていない人③収入が日本学
生支援機構が定めた基準以下の人

●奨学金貸付額（月額）　▷公立高校＝ 11,000 円▷私立高校
＝ 15,000 円▷公立大学＝ 20,000 円▷私立大学＝ 25,000 円

●入学支度金貸付額　▷高校・高専＝ 40,000 円▷大学・短
大＝ 50,000 円

●返済期間　卒業６か月後から返済開始▷高校＝４年以内▷
短大＝３年以内▷大学＝６年以内

●利息　無利息
●受付期間　３月 29 日（金）まで
●問い合わせ　教育課学校教育班まで

国や県、町は、あなたの学習意欲を応援します。

日本学生支援機構の奨学金
●利用できる人　短大、大学、大学院、専修学校、高等専門

学校に入学・在学する生徒（家計の基準額は世帯人員に
よって異なります。）学力基準により、第一種（無利息）
と第二種（利息付）があります

●貸付額　短大、大学、大学院、専修学校＝月額30,000円から、
　高等専門学校＝月額 10,000 円から（国・公・私立別、通

学形態別で異なります）※入学時の特別増額貸与（利息付）
もあわせて希望できます

●問い合わせ　入学後、在籍学校の奨学金窓口に申し出てく
ださい



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・12 月の人の動き

平成 25 年２月号  No.638

・人口　17,212 人
・男性　 8,148 人
・女性　 9,064 人
・世帯数  7,529 世帯

（平成24 年 12 月31日現在）

・出生  8 人
・死亡  21 人
・転入  49 人
・転出    33 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

    【いり大豆ごはん】１人当たりの栄養価　279kcal

【小松菜のからし和え】１人当たりの栄養価　11kcal

【ツナ缶と野菜のみそ汁】　１人当たりの栄養価　70kcal

テーマ
「高血圧を予防する!!」

■材料（６人分）
小松菜（300g）、しめじ（60g）、しょうゆ（大さじ 1）、
だし（大さじ 2）、ときがらし（適宜）

■作り方
①小松菜は茹でて、3㎝長さに切り、
　水気をしぼる。
②しめじは石づきを除いて小房に分
　け、焼き網にのせて焼く。
③①と②を合わせ、しょうゆ、だし、ときがらしを加え和
　える。

■材料（６人分）
ツナ水煮缶（小 1 缶）、こんにゃく（1 枚）、ごぼう（120g）、
にんじん（60g）、小ねぎ（20g）、だし汁（6 カップ）、み
そ（70g）

■作り方
① ごぼうは粗めのささがきにし、使う直

前まで水にさらす。にんじんは半月切
りにする。こんにゃくは手で小さくち
ぎって、下茹でする。

②なべにだしを煮たてて、①を加えてみそ半量を溶き入れ、煮
　立ったら弱火にして2分ほど煮る。
③ツナ缶を缶汁ごと加える。残りのみそを溶き入れ、火を消す。
　器に盛り、小口切りのねぎを加える。

□ 2 月のカレンダー                　　
日 曜日 行事内容

1 金 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター）
補聴器相談（町立病院：14 時～ 17 時）

８ 金

９ 土 いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：18 Ｐ参照）

10 日

11 月 建国記念の日

12 火 無料法律相談（くらじの郷：16 Ｐ参照）

13 水

14 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター）
補聴器相談（役場：11 時～ 12 時）

15 金

16 土 補聴器相談（町立病院：９時～ 12 時）

17 日 平成 25 年宮若市鞍手郡連合消防出初式
　　　　　　　　　　　　　 （町民グラウンド：10 時～）

18 月 確定申告：２月 18 日（月）～３月 15 日（金）（５Ｐ参照）

19 火

20 水

21 木
介護保険証交付　21 日～ 22 日
　　　　　 （役場：８時 30 分～ 17 時 15 分：19P 参照）
補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

22 金

23 土

24 日

25 月 固定資産税（4 期分）、国民健康保険税（９期分）納期限
心配ごと相談（くらじの郷：16 Ｐ参照）

26 火 補聴器相談（町立病院：14 時～ 16 時 30 分）

27 水 乳幼児相談（福祉センター）
補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

28 木 ７か月、12 か月健診（福祉センター）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P 参照）

　塩分の摂りすぎは病気の原因に!!
健康のため減塩（男性９ｇ・女性 7.5 ｇ）をこころがけましょう。

①血圧を上げる。②脳卒中や心血管障害の原因になる。③胃がんや骨
粗しょう症、尿路結石などの疾患の危険因子になる。
＊野菜は漬物ではなく、酢の物にしたり、ゆで野菜、蒸し野菜に。
＊カレー粉や香味野菜（しそ、しょうがなど）、柑橘類等を利用。

■材料（６人分）
白米（2.5 カップ）、いり大豆（60g）、しらす干し（20g）、
塩（小さじ 1/3）、酒（小さじ 2）、淡口しょうゆ（小さじ
1/2）

■作り方
①いり大豆はフライパンで焼き色が
　つくまで炒る。
②しらす干しと①、酒、塩、しょう
　ゆを加えて炊く。


